
　

平
成
31
年
4
月
20
日
午
後

２
時
よ
り
、
平
成
最
後
と
な

る
２
０
１
９
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
15

名
、
委
任
状
19
名
、
会
員
数

56
名
で
３
分
の
１
以
上
を
得

て
総
会
は
成
立
。
役
員
以
外

の
出
席
者
は
次
の
会
員
の
方

々
で
す
。
中
野
蓮
田
市
長
、

槍
田
黒
浜
北
小
学
校
校
長
、

安
藤
蓮
田
中
学
校
校
長
、
斎

藤
隆
宗
さ
ん
、
野
上
俊
明
さ

ん
、
福
地
光
男
さ
ん
、
対
馬

更
生
さ
ん
。　
　
　
　
　
　

　

冒
頭
田
村
会
長
よ
り
２
０

１
８
年
度
は
協
会
設
立
10
周

年
を
迎
え
た
節
目
の
年
で
あ

り
、
「
記
念
誌
・
私
達
の
活

動
10
年
の
軌
跡
」
を
上
梓
し

記
念
講
演
を
２
件
（
①
武
貞

秀
士
拓
殖
大
学
特
任
教
授
に

よ
る
「
朝
鮮
半
島
情
勢
を
読

む
」
②
赤
坂
憲
雄
学
習
院
大

学
教
授
に
よ
る
「
武
蔵
野
、

心
の
原
風
景
を
語
る
」
を
開

催
、
10
月
に
は
当
協
会
が
主

管
す
る
２
０
１
９
年
度
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
究
会
が
蓮
田
市
総
合
文
化

会
館
（
ハ
ス
ト
ピ
ア
）
で
開

催
さ
れ
る
特
別
な
年
を
迎
え

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
準

備
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
戴
き
た
い
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
議
長
に
江
口

副
会
長
を
選
任
し
、
第
１
号

議
案
か
ら
５
号
議
案
す
べ
て

提
案
通
り
の
承
認
を
得
ま
し

た
。
審
議
で
出
さ
れ
た
コ
メ

ン
ト
や
質
問
は
①
第
２
号
議

案
の
決
算
に
関
し
て
と
、
②

第
５
号
議
案
の
予
算
の
予
備

費
の
目
的
は
何
か
（
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
活
動
研
究
会
に
予

定
）
ま
た
、
第
３
号
議
案
の

役
員
改
選
の
結
果
は
別
表
の

通
り
で
す
が
、
田
村
会
長
よ

り
平
賀
栄
美
子
氏
を
副
会
長

に
選
任
し
た
こ
と
お
よ
び
新

任
理
事
と
し
て
山
内
武
利
氏

を
迎
え
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
更
に
、
会
長
よ
り
同

日
開
催
の
理
事
会
で
福
地
光

男
氏
を
当
協
会
の
顧
問
に
就

任
戴
く
こ
と
の
議
決
を
了

し
、
会
長
よ
り
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
福
地
顧
問

は
、
当
協
会
設
立
以
来
協
会

の
活
動
推
進
に
多
大
な
貢
献

を
い
た
だ
い
て
お
り
会
員
の

皆
様
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
10
月
の
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活

動
研
究
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

役
を
務
め
て
頂
き
ま
す
。
な

お
、
議
案
審
議
終
了
後
、
熊

倉
副
会
長
よ
り
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
準
備

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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顧
問
に
福
地
光
男
さ
ん(
国
立
極
地
研
究
所
名
誉
教
授

・
第
33
次
日
本
南
極
越
冬
隊
長)

を
迎
え
る

於
】
蓮
田
市
立
図
書
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
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平
和
な
社
会
を
目

指

し
、
共
に
学
び
・
共
に
語

ろ
う
多
様
性
を
許
容
し
て

き
た
国
際
社
会
で
、
今
、

内
向
き
の
価
値
観
「
自
国

第
一
主
義
」
の
傾
向
が
強

ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
結

果
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
再
び
台
頭
し
か
ね
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま

す
。
こ
れ
は
世
界
に
と
っ

て
も
日
本
に
と
っ
て
も
、

由
々
し
き
問
題
で
す
。
国

際
間
の
理
解
協
調
を
進
め

て
来
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

が
そ
の
存
在
価
値
を
問
わ

れ
、
先
人
た
ち
が
額
に
汗

し
て
築
き
上
げ
た
国
際
社

会
の
連
帯
～
そ
れ
が
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
作
り

上
げ
ら
れ
た
か
を
見
て
き

て
い
る
だ
け
に
～
こ
こ
か

し
こ
で
危
機
に
瀕
し
、
崩

れ
ゆ
く
姿
は
、
見
る
に
耐

え
難
い
も
の
が
あ
り

ま

す
。
こ
の
様
な
現
状
に
鑑

み
、
先
人
が
必
死
に
積
み

上
げ
て
き
た
平
和
社
会
を

守
る
た
め
に
私
達
は
地
域

で
何
を
な
す
べ
き
か
を
共

に
考
え
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
世
代
を
超
え
た
努
力

が
必
要
か
と
思
わ
れ

ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
憲
章

の
平
和
理
念
の
原
点
に
も

う
一
度
回
帰
し
、
各
自
が

地
域
社
会
で
抱
え
て
い
る

具
体
的
課
題
を
参
加
者
全

員
で
再
度
確
認
し
、
解
決

の
た
め
の
知
恵
を
絞
り
あ

う
こ
と
が
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
来
る
べ
き
会
合

は
そ
の
”
糸
口
“
を
見
出

す
機
会
と
し
た
い
と
考
え

ま
す
。　

平
成
の
御
代
か

ら
令
和
元
年
に
代
わ
っ
た

節
目
の
年
、
皆
様
方
の
積

極
的
な
参
加
を
切
に
希
望

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡

　

協
議
会
会
長

　
　
　
　
　

田
村　

勝
彦

関
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10
月
５
日(

土)

・
６
日(

日)

於
・
開
催
場
所　

蓮
田
市
総
合
文
化
会
館(

は
す
と
ぴ
あ)

開
催
趣
旨
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役
員
紹
介　
　
　

会
長　
　

田
村　

勝
彦

副
会
長　

熊
倉　

晃　

同　
　
　

江
口　

保　

同　
　
　

飯
島　

剛　

同　
　
　

平
賀
栄
美
子

事
務
局　

原
田　

仁　

同　
　
　

杉
原　

茂　

同　
　
　

向
山　

裕
規

同　
　
　

柴
山　

利
幸

同　
　
　

山
内　

武
利

監
事　
　

斎
藤
恵
美
子



２
０
１
９
年
３
月
18
日〈
火
〉

13
：
30
～
15
：
40　

蓮
田
市

総
合
文
化
会
館
（
ハ
ス
ト
ピ

ア
）
出
席
者
：
11
名
（
敬
称

略
）寄
居（
石
澤
、
河
田
）
、

さ
い
た
ま
（
本
多
）
、
越
谷

（
中
野
、
小
林
）
、　

深
谷

（
関
口
）、
草
加
（
堀
野
）
、

蓮
田
・
白
岡
（
田
村
、
江
口
、

熊
倉
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
（
尼
子
）
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
：
蓮
田
・
白
岡
（
平
賀
、

山
内
）　
　
　
　
　
　
　
　

　

田
村
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
熊
倉
事
務
局
長
の
説
明

の
も
と
以
下
協
議
し
ま
し

た
。
①
分
科
会
の
県
内
の
発

表
ユ
協
と
運
営
体
制
の
変
更

発
表
・
運
営
を
さ
い
た
ま
ユ

協
か
ら
越
谷
ユ
協
に
変
更
し

た
な
お
、
第
３
分
科
会
の
運

営
は
寄
居
ユ
協
＋
秩
父
ユ
協

で
行
う
が
、
具
体
的
な
体
制

に
つ
い
て
は
両
ユ
協
で
今
後

調
整
す
る
②
分
科
会
の
運
営

指
針
配
布
・
説
明
此
の〈
案
〉

を
原
則
と
し
て
進
め
る
事
で

一
致
。
発
表
者
と
運
営
を
担

う
ユ
協
（
司
会
・
進
行
者
）

と
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

③
分
科
会
の
埼
玉
県
発
表
ユ

協
等
の
状
況
・
意
見
さ
い
た

ま
ユ
協
・
本
多
会
長
よ
り
、

関
ブ
ロ
の
主
目
的
は
分
科
会

で
あ
り
可
能
な
限
り
余
裕
の

あ
る
時
間
設
定
が
必
要
と
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
県
内

発
表
者
は
以
下
で
あ
る
。　

　

越
谷
ユ
協
発
表
者
／
小
宮

山
事
務
局
長
・
寄
居
ユ
協
発

表
者
／
石
澤
会
長
（
発
表
テ

ー
マ
：
平
和
の
心
を
育
む
青

少
年
支
援
活
動
）　
　
　
　

④
開
催
案
内
は
４
月
中
旬
頃

に
関
東
管
内
ユ
協
に
配
送
予

定
。
⑤
大
会
1
日
目
の
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
活
動
交
流
研

修
会
の
見
直
し
連
盟
・
尼
子

氏
よ
り
「
青
少
年
ユ
ネ
ス
コ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
平
和
に

つ
い
て
考
え
よ
う
」
に
関
し

て
、
内
容
を
見
直
し
た
経
緯

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
青

年
会
員
の
交
流
の
場
か
ら
対

象
を
広
げ
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
等
の
小
・
中
学
生
も
入

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
は
青
年
会
員
が
行
う
こ
と

に
し
た
こ
と
。
こ
の
件
に
関

し
て
、
後
日
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
狙
い
や
中
身
を
よ
り

明
確
に
し
た
企
画
書
を
連
盟

に
お
い
て
作
成
し
て
送
付
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
寄

居
の
石
澤
会
長
よ
り
、
海
外

の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
高
校
生
や
ユ
ネ
ス
コ
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
中
学
生

が
将
来
の
協
会
の
運
営
に
携

わ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
⑥
大
会
２
日

目
の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
セ
ミ
ナ
ー
尼
子
氏
よ
り
２

０
２
０
年
度
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
研
究
会
が
一
日
開
催
と

な
る
の
で
、
今
年
度
が
二
日

制
の
最
後
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な

る
こ
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

（
以
下
略
）

２
０
１
９
年
６
月
15
日
、
朝

日
生
命
大
手
町
ビ
ル
に
お
い

て
14
：
30
～
16
：
30
ま
で
行

わ
れ
、
全
国
の
ユ
ネ
ス
コ
関

係
者
が
参
加
し
た
。
当
協
会

か
ら
は
、
熊
倉
副
会
長
が
出

席
。
議
案
は
２
０
１
８
年
度

の
事
業
報
告
、
同
年
度
の
決

算
、
評
議
員
・
理
事
・
監
事

の
改
選
（
任
期
２
年
）
、
構

成
団
体
会
員
の
会
費
に
対
す

る
今
後
の
進
め
方
、
２
０
１

９
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

書
で
あ
っ
た
。
冒
頭
、
大
橋

会
長
か
ら
体
調
の
関
係
上
、

こ
の
総
会
を
も
っ
て
会
長
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
の
表
明
が
あ
り
、
鈴
木
理

事
長
が
変
わ
っ
て
議
長
を
務

め
ま
し
た
。
評
議
員
の
改
選

に
関
し
て
、
当
協
会
が
初
め

て
候
補
に
上
が
り
、
承
認
さ

れ
た
。
関
東
地
域
で
は
22
の

ユ
協
が
、
埼
玉
県
で
は
越
谷

ユ
協
と
寄
居
ユ
協
の
３
ユ
協

が
選
出
さ
れ
た
。
選
考
委
員

会
が
組
織
さ
れ
３
回
の
会
合

を
も
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
昨
年
度
の
総
会
で

提
案
さ
れ
た
構
成
団
体
会
員

の
会
費
の
値
上
げ
（
１
千
円

か
ら
１
千
５
百
円
）
に
つ
い

て
、
値
上
げ
反
対
と
い
う
多

く
の
声
を
受
け
、
そ
の
後
の

理
事
会
に
お
い
て
、
２
０
１

９
年
度
か
ら
の
値
上
げ
は
し

な
い
こ
と
の
提
案
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
件
に

関
連
し
、
日
ユ
協
連
が
収
入

増
加
策
や
支
出
削
減
策
に
取

り
組
む
こ
と
、
各
ユ
協
の
会

員
増
を
目
指
す
こ
と
を
中
心

と
し
た
２
０
１
９
年
度
、
２

０
２
０
年
度
に
「
会
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
等

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
２
～
３
の
出
席
者
か

ら
書
き
損
じ
は
が
き
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
収
益
を
海
外
の

寺
子
屋
運
動
に
加
え
、
国
内

の
教
育
問
題
（
識
字
率
の
問

題
、子
ど
も
食
堂
、不
登
校
）

の
解
決
に
も
使
途
を
拡
大
す

る
こ
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
活

動
を
一
般
市
民
に
身
近
に
知

ら
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で

は
、
と
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
機
関
誌
「
ユ

ネ
ス
コ
」
の
会
員
宛
て
の
送

付
は
、
原
則
７
月
号
が
最
後

に
な
り
ま
す
。
10
月
号
以
降

は
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
と
な
り
、
２
０
２
０

年
度
以
降
は
「
活
動
レ
ポ
ー

ト
」
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
５
月
29
日

（
水
）
14
：
00
～
15
：
40
蓮

田
市
立
図
書
館
（
視
聴
覚
ホ

ー
ル
）
出
席
者
９
名
（
敬
称

略
）寄
居（
石
澤
、
河
田
）
、

さ
い
た
ま
（
本
多
）
、
越
谷

（
中
野
）、
深
谷
（
清
水
）
、

草
加
（
堀
野
）
、
蓮
田
・
白

岡
（
田
村
、
江
口
、
熊
倉
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
蓮
田
・
白

岡
（
平
賀
、
山
内
）
田
村
会

長
よ
り
２
０
１
９
年
度
の
目

標
と
し
て
、
昨
年
度
同
様
に

「
情
報
の
共
有
化
・
迅
速
な

対
応
（
パ
ソ
コ
ン
利
用
等
）

と
７
ユ
協
の
相
互
理
解
・
交

流
と
連
携
促
進
に
取
り
組
み

た
い
」
、
と
挨
拶
が
あ
り
、

会
長
が
議
長
と
し
て
司
会
進

行
を
行
っ
た
。
第
１
号
議
案

か
ら
第
４
号
議
案
ま
で
審
議

し
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
。

詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
事
務

局
よ
り
説
明
。
第
１
号
議
案

～
４
号
議
案
の
承
認
を
得
た

が
意
見
と
し
て
寄
居
石
澤
会

長
よ
り
、
「
２
０
１
９
年
３

月
の
理
事
会
に
協
会
連
盟
の

担
当
者
の
参
加
に
関
し
て
埼

玉
県
と
協
会
連
盟
と
の
意
思

疎
通
を
図
る
上
で
有
意
義
な

の
で
、
今
後
も
参
加
の
案
内

を
す
る
こ
と
」
の
提
案
が
あ

り
、
次
回
理
事
会
の
案
内
を

出
す
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

10
月
の
関
ブ
ロ
関
連
で
、
25

万
円
の
支
出
の
計
上
に
対
し

て
、
不
足
す
る
場
合
に
は
予

備
費
か
ら
の
支
出
が
承
認
さ

れ
た
。
２
０
１
９
年
度
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
究
会
に
関
し
て
熊
倉
事
務

局
長
か
ら
配
布
資
料
の
説

明
、
後
、
質
疑
応
答
を
行
っ

た
。
①
分
科
会
発
表
者
に
対

す
る
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
・
提

出
依
頼
に
併
せ
て
、
４
分
科

会
の
運
営
を
担
当
す
る
司
会

／
進
行
担
当
者
の
人
選
を
８

月
10
日
ま
で
に
事
務
局
に
連

絡
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

た
。
ま
た
、
第
４
分
科
会
の

東
京
都
の
発
表
が
１
名
で
な

く
２
名
に
な
っ
た
こ
と
を
説

明
し
た
。
②
参
加
申
し
込
み

の
締
め
切
り
は
７
月
31
日
で

あ
る
が
一
部
参
加
申
し
込
み

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
そ
の
他
①
越
谷
中
野
会

長
よ
り
、
ユ
協
の
活
動
と
し

て
新
規
を
考
え
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
が
、
活
動
に
よ
っ

て
は
継
続
す
る
こ
と
で
市
民

の
理
解
を
促
進
で
き
る
と
の

体
験
談
が
披
露
さ
れ
た
。
②

次
回
理
事
会
の
日
程
は
８
月

29
日（
木
）で
調
整
す
る
。　

 　

本
日
の
配
布
物
 
 
 

１
．
事
務
局
①
２
０
１
９
年

度
総
会
資
料
②
２
０
１
９
年

度
関
ブ
ロ
参
加
申
込
書
（
会

員
用
）
③
２
０
１
９
年
度
関

ブ
ロ
・
分
科
会
発
表
県
・
発

表
ユ
協
・
テ
ー
マ
・
発
表
者

等
一
覧
④
役
員
一
覧
さ
い
た

ま
ユ
協
の
事
務
局
が
今
井
さ

ん
か
ら
小
林
未
代
子
事
務
局

次
長
に
変
更
⑤
埼
玉
県
に
お

け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動　
　
　

２
．
寄
居
ユ
協
会
報

　

当
協
会
・
設
立
準
備
会
が

発
足
し
て
間
も
な
い
頃
、
当

会
主
催
の
講
演
会
に
出
席
し

た
の
が
、
お
付
き
合
い
の
始

ま
り
で
し
た
。
田
村
会
長
の

お
人
柄
に
触
れ
る
に
つ
れ

て
、
様
々
な
活
動
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
設

立
1
周
年
の
節
目
に
は
、
蓮

田
在
住
の
魚
拓
芸
術
家
・
長

瀬
望
秋
氏
の
南
極
色
彩
魚

拓
・
展
示
会
や
南
極
・
昭
和

基
地
と
の
ラ
イ
ブ
中
継
講
演

会
の
開
催
に
お
手
伝
い
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
実
は
田
村

会
長
か
ら
は
大
分
前
か
ら
私

へ
顧
問
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
様
々
な
協
会
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
気
付
い
た
事
等
は
申
し

述
べ
て
き
て
い
る
の
で
、
殊

更
に
顧
問
と
い
う
立
場
は
必

要
な
い
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
折
に
触
れ
、

会
長
か
ら
の
相
談
が
あ
り
、

今
年
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

の
埼
玉
県
で
の
開
催
の
担
当

協
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

協
会
に
顧
問
を
置
い
て
体
制

を
整
え
た
い
、
と
の
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。

　

顧
問
と
い
う
重
責
を
経
験

し
た
こ
と
が
な
く
、
顧
問
を

引
き
受
け
る
に
あ
た
り
、
会

長
に
は
次
の
2
点
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
一
つ
は
「
顧
問

の
責
務
を
明
確
に
し
て
戴
き

た
い
、
も
う
一
つ
は
顧
問
が

期
待
通
り
に
活
動
し
な
か
っ

た
場
合
に
辞
め
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
て
戴
き

た
い
」
と
い
う
点
で
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
の
４
月
13
日

の
理
事
会
に
て
ご
議
論
戴

き
、
４
月
20
日
の
総
会
に
お

い
て
、
田
村
会
長
か
ら
顧
問

の
委
嘱
を
戴
き
ま
し
た
。
顧

問
に
就
任
し
て
最
初
の
大
き

な
仕
事
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
の
パ
ネ
ル
討
論
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
パ
ネ
ル
討
論
者
に
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
極
局
で
長

年
に
わ
た
り
海
洋
生
態
系
の

研
究
を
さ
れ
て
き
た
研
究
者

を
お
招
き
し
ま
し

た
。
と
い
う
の
は
、

そ
の
研
究
者
と
田
村

会
長
は
以
前
か
ら
懇

意
に
さ
れ
て
お
り
、

私
か
ら
の
提
案
で
討

論
者
の
一
人
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
立
極
地
研

究
所
か
ら
南
極
の
陸
上
生
態

学
の
研
究
者
を
お
招
き
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
彼
ら
と

3
人
で
な
ん
と
か
パ
ネ
ル
討

論
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

当
協
会
は
昨
年
10
周
年
を

迎
え
、
今
年
か
ら
は
新
た
な

10
年
先
を
見
た
活
動
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
大
事
な
時
期
に
顧
問
と

い
う
重
責
を
お
引
き
受
け
し

た
責
務
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
と
言
っ
て
も

私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
理

事
の
皆
様
、
協
会
員
の
皆
様

と
共
に
、
当
協
会
の
発
展
に

お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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連
絡
協
議
会
理
事
会

関
ブ
ロ
に
付
き
連
盟
・
尼
子
さ
ん
迎
え
協
議

田村会長より福地氏顧問を委嘱

お知らせ
「
10/
５
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
研
究
会

交
流
会
場
の
変
更
」

さ
い
た
ま
市
内
の
「
道
山
閣
」か
ら

上
尾
駅
前
の
「
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト

ホ
ー
ル
上
尾
」に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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第
70
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
定
時
総
会
報
告

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)
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蓮
田
・
白
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埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

2019
年
度
総
会
報
告

①
山
内
武
利　
　
　
　
　

（
や
ま
う
ち
た
け
と
し
）

②
蓮
田
市
に
住
ん
で
36
年

に
な
り
ま
す
が
、
ユ
ネ
ス

コ
活
動
と
は
全
く
無
縁
で

し
た
。
本
年
２
月
に
田
村

会
長
と
何
年
か
ぶ
り
に
お

会
い
し
、
お
誘
い
を
受
け

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
に
つ
い

て
は
世
界
の
文
化
遺
産
、

自
然
遺
産
の
認
定
登
録
を

行
っ
て
い
る
機
関
と
し
か

認
識
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
少
し
で

も
近
隣
地
域
、
ま
た
県
内

各
地
の
歴
史
遺
産
等
に
つ

い
て
学
ん
で
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
蓮
田

市
で
「
２
０
１
９
年
度
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
活
動
に
不
慣
れ

に
つ
き
ど
こ
ま
で
お
役
に

立
て
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)



　

当
協
会
は
上
表
の
よ
う
に

活
動
計
画
を
策
定
致
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
「
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
活
動
研
究
会
i
n
埼

玉
」
を
当
地
で
の
開
催
と
な

り
、
役
員
一
同
並
び
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
き
準
備
中
で
す
。
好
評

戴
い
て
お
り
ま
す
地
域
文
化

遺
産
ス
タ
デ
ィ
は
２
月
に
、

文
化
遺
産
め
ぐ
り
は
12
月
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
支
援
事
業
は
10

/
10
蓮
田
中
学
校
、
11
/
16

蓮
田
中
央
小
学
校
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。（
内
容
未
定
）

主
演
に
戸
田
恵
梨
香
、
大
原

櫻
子
ほ
か　
　
　
　
　
　
　

１
９
４
４
年
品
川
戸
越
保
育

所
は
園
児
を
空
襲
か
ら
守
る

た
め
国
の
決
定
を
待
た
ず
に

現
蓮
田
市
の
荒
れ
寺
に
疎

開
、
幼
い
子
供
た
ち
と
生
活

は
苦
難
の
連
続
、
若
い
保
母

た
ち
が
強
い
信
念
で
時
代
を

切
り
拓
い
て
い
く
生
き
様
は

［
涙
腺
崩
壊
］
確
実
。　

当

協
会
は
「
蓮
田
市
上
映
会
協

力
団
体
」
と
し
て
参
画
い
た

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

会
場
：
蓮
田
市
総
合
文
化
会

館
ハ
ス
ト
ピ
ア　

ど
き
ど
き

ホ
ー
ル　

問
合
せ
：
蓮
田
市

広
報
広
聴
課
０
４
８
・
７
６

８
・
３
１
１
１
内
線
２
０
４

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

「
あ
の
日
の
オ
ル
ガ
ン
」

蓮
田
市
上
映
会
７/

26
～
28

映画

当
日
券
1500
円
（
一
般
）

　

大
小
の
タ
コ
ク
ラ
ゲ
と

一
緒
に
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
楽
し

め
る
と
い
う
、
パ
ラ
オ
共

和
国
の
「
ロ
ッ
ク
・
ア
イ

ラ
ン
ド
の
南
部
ラ
グ
ー
ン

（
火
山
活
動
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
４
４
５
も
の
無
人

島
と
紺
碧
の
海
が
織
り
な

す
自
然
美
や
固
有
種
の
多

い
生
態
系
が
特
徴
、
気
候

変
動
等
に
直
面
し
無
人
島

と
な
っ
た
集
落
の
跡
）
」

で
は
、
近
年
ク
ラ
ゲ
の
個

体
数
が
減
少
し
て
い
る
。

原
因
に
ク
ラ
ゲ
か
ら
日
焼

け
止
め
の
成
分
の
検
出
が

あ
げ
ら
れ
る
。
珊
瑚
を
始

め
生
態
系
へ
の
影
響
を
懸

念
し
た
大
統
領
は
昨
年
11

月
オ
キ
シ
ベ
ン
ゼ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
10

種
の
成
分
を
指
定
し
、
い

ず
れ
か
を
含
む
日
焼
け
止

め
の
使
用
を
禁
止
す
る
法

案
に
署
名
し
た
。
こ
の
法

案
は
日
焼
け
止
め
の
販
売

の
み
な
ら
ず
持
ち
込
み
も

禁
止
す
る
も
の
で
、
さ
ら

に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
容
器
や
袋
、
ス
ト

ロ
ー
を
用
い
ず
、
代
替
品

を
使
用
す
る
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。
早
々
に
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
の
力

に
よ
り
細
か
く
破
砕
さ
れ

る
、
目
に
見
え
な
く
な
っ

た
だ
け
で
海
の
中
の
総
量

は
変
わ
ら
な
い
、
さ
ら
に

汚
染
物
質
を
吸
着
し
て
魚

の
体
内
で
濃
縮
す
る
）
違

反
し
た
場
合
に
は
千
ド
ル

（
約
11
万
円
）
以
下
の
罰

金
に
科
せ
ら
れ
る
と
言
う

こ
と
な
の
で
、
南
の
島
へ

の
ご
旅
行
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
名
物
料
理
に
コ
ウ

モ
リ
の
か
ら
揚
げ
が
あ
り

ま
す
。
味
は
鶏
肉
近
く
美

味
で
す
。　
　

　
　
　

（
Ｙ
．
Ｍ
）

世
界
遺
産 Tips-2

パ
ラ
オ
共
和
国
・
ロ
ッ
ク

ア
イ
ラ
ン
ド
の
海
月

　

新
年
号
「
令
和
」
が

発
布
さ
れ
祝
賀
ム
ー
ド

が
そ
ろ
そ
ろ
沈
静
化
、

平
成
の
30
年
間
は
失
わ

れ
た
20
年
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
と
激
動
の
時

代
で
し
た
。
令
和
は
平

和
と
安
寧
の
始
ま
り
で

あ
る
こ
と
を
願
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
１
９
９

３
年
平
成
の
米
騒
動
を

彷
彿
と
す
る
冷
夏
、
自

然
の
力
の
前
に
は
人
の

力
は
な
ん
と
無
力
な
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

（
理
事
一
同
）

編
集
後
記

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
世

界
遺
産
旅
行
記
を
会

報

「
き
ず
な
」
に
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
文
字
数
４

～
８
百
文
字
写
真
も
添
え

て
メ
ー
ル
で　

t
a
m
u

z
o
@
d
6
.
d
i
o
n

.
n
e
.
j
p　

ま
で
、

会
報
に
関
す
る
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
ま
す
。
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世
界
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行
記
を
募
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